
第５７期

事　　業　　報　　告　　書
（平成２２年 ３月２６日から平成２３年 ３月２５日まで）

ウッドリンク株式会社



　～事業再構築～

　　◎国産材対応の設備拡充（富山県助成事業）
　　◎集材、生産、販売の状況

■設備投資の状況 単位：百万円

１７　 ３７　
６　 ３１　
５　 ３５　

■当期（第５７期）の経営方針と取り組み ２８　 １０３　
（第５６期実績：２２）  （第５６期実績：３８）  

　　全社合計１３１百万円の投資を行いました。（第５６期実績：６０百万円）

　お客様支援の意識のもと、事業部総力で
お客様とのパートナーシップ構築 ■資金の状況

◎施主様工場見学会の開催

◎ビルダー様開催の内覧会(構造見学会)への参加・・・１０１回
■当期の業績（第５７期）

◎Ｒ＆Ｄ活動
　・プレウォール型式認定（温熱）の取得
　・プレウォール大臣認定（耐震）は申請中
　・営業サポート（社内・社外勉強会、ビルダー様個別見学会）

◎ＱＣＤ活動 となりました。

　事 業 の 概 況

□住宅資材事業

合 計合 計
　・その他

□製材事業

住宅資材事業
製材事業

（国産材対応富山県助成事業）
　・原木選別機

　国策（国産材利用推進）を受けての生産樹種転換への取り組み

　・パネルライン改修工事

　・金物工法対応ソフト 　・小割材Ｆ/Ｊライン
　・リングバーカー他

・長期借入金については、国産材対応の設備資金８０百万円及び長期為替予約取引の
解約資金２億５０百万円の計３億３０百万円を調達いたしました。
・長期借入金の約定弁済額１億６６百万円及び短期借入金の５０百万円減額により、有利
子負債の残高は前期に比べ、１億１８百万円増加いたしました。
（期末現預金残高も１０２百万円増）

各種ミーティングや勉強会、上棟
現場研修会を通じての教育成果

 当期純損失については、北洋材原木の入荷が今後も困難であることが予想されることから、
長期為替予約取引を解約したことによ り、多額の損失計上のやむなきにいたりました。

 住宅関連業界においては、新設住宅着工戸数は、全国的には８１万９千戸（前年比5.6%増）
と持ち直しの動きが見られ、当社住宅資材事業と関連の深い、北陸３県の木造戸建着工戸
数は、過去最大規模の住宅ローン減税や住宅エコポイント制度、補助金制度などの政府施
策により住宅取得マインドが高まり、その結果、約１万戸（9.9千戸）を回復（前年比10.0%増）
し、ほぼリーマンショック以前の着工水準に戻りました。 単位：立米 第56期比 第56期比 第56期比

集　材 18,094 137.8%増 27,189 26.7%減 45,282 1.3%増

生　産 8,864 136.7%増 17,648 11.6%減 26,512 11.8%増

販　売 8,697 124.1%増 18,786 6.0%減 27,483 15.2%増

計国産材 北洋材

 木材関連業界においても､住宅着工戸数の増加により、昨年に比べて需要増が生じ、各社
の工場操業率も高まりました。　　当社製材事業の得意先の大半を占める中京地区におい
ても、住宅着工数の伸びから冷え込んでいた業界に明るさが戻りました。
 一方、北洋材原木の調達に関しては、中国の旺盛な需要により、その入手難から円高相当
の価格上昇があり、物量的にも単価的にも厳しい状況が続きました。　他方、国産材原木の
調達に関しては、競合が熾烈化するものの、顧客の国産材志向への高まりから外材に対し
ての価格優位性以外の需要が生まれつつあるように思います。

 このような環境のもと、当社は次のとおり事業を推進いたしました。

社外不良発生件数 第56期比
設　計 63件 26.7%減
生　産 36件 35.7%減
計 99件 30.3%減

来場者数（春・秋開催計）

第56期比

79組 189名 71社 109名 298名 30.7%増

施主様 ビルダー様 計

売 上 高 ４１億　１百万円 （前期比　　９.7％増）
営 業 利 益 ９６百万円 （前期比３９５.3％増）
経 常 利 益 １１２百万円 （前期比２６３.9％増）
当期純損失 △８４百万円 （前期比　　　　　 －）
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■次期（第５８期）の経営方針と重点施策 　

□住宅資材事業

□製材事業　

□組織運営と人財育成
　・マネージャー層の組織運営力の見識を磨く
　　　　～行動確認とアドバイスでＳ[ｓｅｅ] Ｐ[ｐｌａｎ] Ｄ[ｄｏ]～
　・リーダー層の経営参画意識の強化
　　　　～将来像（成長目標）と役割認識でＳ Ｐ Ｄ～
　・人的投資の再開
　　　　住宅資材事業・・・定期新卒採用の再開
　　　　製 材 事 業　 ・・・派遣から正社員採用に切り換え を計画しております。

両事業部共に、東日本大震災による住宅取得マインドの
低下や資材価格の高騰が懸念されるところではありますが、

■次期の業績
　（第５８期）

商品システムにおけるお役立ち
（構造体メーカーとして）

　・プレウォール、メタルジョイント
　　　　　　　　　　　の更なる普及

　・長期優良住宅対応
　　　　　　　　（更なる側面支援）

マーケティングにおけるお役立ち
（受注支援として）

　・構造見学会、完成見学会の
　　　　　　　　　　更なるサポート

　・工場見学会の更なる進化

　・ウィンターキャンペーンの
　　　　　　　　　　　　更なる浸透

　～受注生産型製造業の
　　　　　　こうありたいは何か～

　①安定受注：４，０００坪/月
　　（安定したＣＡＤ体制が組める）

　②安定生産：４，０００坪/月
　　（安定した生産体制が組める）
　　平均稼働時間：１７時間/日
　　・適正な品質で生産できる
　　・適正な人員で生産できる
　　・適正なコストで生産できる

　国産材製材（課題）

　・国産杉原木の安定集材

　・適正原木在庫（１ケ月）の確保

　・間柱材（Ｆ/Ｊ、ソリッド）の
　　　　　　　　　　　　新規客開拓
　・新製品（Ｆ/Ｊ胴縁）の
　　　　　　　　　　　　　生産、販売
　・高付加価値製品の開発

　北洋材製材（課題）

　・エゾ松原木の安定集材

　・適正原木在庫（３ケ月）の確保

　・我が社客かの見極め

　・新製品（Ｆ/Ｊ胴縁）の
　　　　　　　　　　　　　生産、販売
　・グリン材や特殊寸法材
　　　　　　　　　　　　需要にも対応

　～見込生産型製造業の
　　　　　　こうありたいは何か～

　①先行受注：
　　　　　　　翌々月出荷分まで

　②新生産システム：
　　　　　　　ベストプログラム

　③マネジメント：
　　　　　　　適正在庫管理

　　・更なるビルダーサポート
　　・Ｗｉｎ-Ｗｉｎパートナーの育成

住宅業界内での立ち位置を考える

小割材業界内での立ち位置を考える

売 上 高 ４５億５０百万円 （前期比１０.9％増）
営 業 利 益 １４２百万円 （前期比４７.6％増）
経 常 利 益 １５３百万円 （前期比３６.4％増）
当期純利益 ６０百万円 （前期比　　　　 －）
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　業績および財産の状況の推移
■部門別売上高

第５７期 第５６期 第５５期 第５４期 第５３期

売 上 高 （千円） 4,101,676 3,739,858 4,709,885 4,911,494 5,336,901
営業利益 （千円） 96,486 19,481 100,972 87,555 273,519
経常利益 （千円） 112,065 30,796 109,511 100,644 289,332
当期純利益 （千円） △84,039 23,374 65,800 47,135 157,656

△560 156 439 314 1,051
総 資 産 （千円） 3,050,147 2,747,733 2,972,299 3,272,781 3,761,735
純 資 産 （千円） 1,649,587 1,738,126 1,722,252 1,663,951 1,628,065

10,998 11,588 11,482 11,093 10,854

■主要な事業内容 ●住宅資材事業（木材・建材・住設販売、プレカット、プレウｵール他）
●北洋材、国産材製材事業

■事業所の状況 ●本社・住宅資材事業部　富山店
　　富山県射水市寺塚原４１５
●住宅資材事業部　金沢店
　　石川県金沢市間明町２－９６
●住宅資材事業部　福井店
　　福井県福井市和田東２-１８１２
●北洋材事業部（製材事業）
　　富山県高岡市能町２０００

■設立年月日 昭和３０年 ３月 ３日（社名変更：平成１７年３月２６日）

平成20年3月～
　　平成21年3月

１株当たり純資産　　（円）

　会 社 の 概 況

平成21年3月～
　　平成22年3月

１株当たり当期純利益（円）

平成19年3月～
　　平成20年3月

平成18年3月～
　　平成19年3月

平成22年3月～
　　平成23年3月

4,101

3,739

4,709

4,911

5,336

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

第５７期

第５６期

第５５期

第５４期

第５３期

112△84
30
23

109
65
100

47
289

157

△ 100 0 100 200 300

第５７期

第５６期

第５５期

第５４期

第５３期

当期純利益

経 常 利 益

第５６期(平成22年3月期)第５７期(平成23年3月期)

3,050
1,649

2,747
1,738

2,972
1,722

3,272
1,663

3,761
1,628

0 1,000 2,000 3,000 4,000

第５７期

第５６期

第５５期

第５４期

第５３期

純 資 産

総 資 産

■売　上　高

■総資産および純資産

■経常利益および当期純利益

製材事業
１，１６２百万円

住宅資材事業
２，９３８百万円

製材事業
１，００７百万円

住宅資材事業
２，７３２百万円

(百万円)

(百万円)

(百万円)
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● 発行可能株式総数 ２８０，０００株 アルスホーム株式会社　（木造注文住宅の設計、施工）
● 発行済株式の総数 １４９，９９６株 　　資　　本　　金：８０百万円
● 株　　主　　数 　　　　　　６名 　　当社の持株比率：２２．5％
● 株　　　　　 主

株式会社 北國銀行 （高岡支店・金沢西部支店）
株式会社 北陸銀行 （高岡広小路支店）
株式会社 福井銀行 （高岡支店・福井中央支店）
株式会社 三井住友銀行 （富山支店）
日本政策金融公庫 （富山支店）

上記従業員には役員、嘱託、臨時、出向社員は含まれておりません

住宅資材事業部
営業部　部長

取 締 役 石　﨑　俊　彦

監 査 役 原　野　万寿代

代表取締役
社 長 原　野　哲　雄

　株 式 の 状 況 　関 連 会 社

　従 業 員 の 状 況

　取締役および監査役

　取引金融機関

代表取締役
会 長 原　野　省　三

所有株式数 所有比率

原　野　省　三 60,071株 40.0% 
名古屋中小企業投資育成㈱ 42,856株 28.6% 
原　野　哲　雄 28,927株 19.3% 
役員持株会 2,000株 1.3% 
従業員持株会 14,000株 9.3% 
田　中　律　子 2,142株 1.4% 

149,996株 100.0% 

株 主 名

合 計

住宅資材事業部 73名 1名増 34.9歳 8.2年 

北洋材事業部 24名 2名増 39.8歳 10.2年 

経 営 管 理 部 4名 増減なし 43.2歳 8.6年 

計 101名 3名増 36.4歳 8.7年 

住宅資材事業部 19名 増減なし 29.0歳 5.4年 

北洋材事業部 11名 増減なし 45.0歳 7.2年 

経 営 管 理 部 2名 1名減 40.9歳 8.9年 

計 32名 1名減 35.2歳 6.3年 

住宅資材事業部 92名 1名増 33.7歳 7.6年 

北洋材事業部 35名 2名増 41.4歳 9.3年 

経 営 管 理 部 6名 1名減 42.4歳 8.7年 

133名 2名増 36.1歳 8.1年 

前期末比
増　　減

平均年齢
平　　均
勤続年数

合 計

女 性

男 性

従業員数
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